
●�

世
界
と
イ
ン
ド
の

ア
パ
レ
ル
産
業
の
現
状

　

二
一
世
紀
に
入
り
、
世
界
の
繊
維
・

ア
パ
レ
ル
産
業
は
大
き
な
変
革
期
に
入

り
つ
つ
あ
る
。と
り
わ
け
、長
年
に
渡
っ

て
世
界
の
繊
維
貿
易
を
規
制
し
て
き
た

多
国
間
繊
維
取
極
（M

u
lti F

ib
re 

A
rran

gem
en

t

：
Ｍ
Ｆ
Ａ
）が
二
〇
〇

五
年
に
撤
廃
さ
れ
た
の
を
機
に
、
世
界

の
ア
パ
レ
ル
貿
易
の
構
造
は
大
き
く
変

化
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
途
上
国

に
対
す
る
輸
出
数
量
規
制（
ク
ォ
ー
タ
）

が
廃
止
さ
れ
、
世
界
の
ア
パ
レ
ル
市
場

に
お
け
る
新
興
国
の
シ
ェ
ア
が
大
幅
に

拡
大
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
図
1
に
示

し
た
と
お
り
、
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
一

九
九
〇
年
代
後
半
よ
り
、
中
国
や
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
が
輸
出
を
伸
ば
し
て
い

る
。

　

こ
の
よ
う
な
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
が
進
む
世
界
の
ア
パ
レ
ル
産
業
の
な

か
で
、
イ
ン
ド
の
ア
パ
レ
ル
産
業
は
ど

の
よ
う
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
世
界
の
ア
パ
レ
ル
貿
易
に

お
い
て
は
、
中
国
や
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

な
ど
の
輸
出
シ
ェ
ア
拡
大
に
対
し
て
、

イ
ン
ド
の
輸
出
シ
ェ
ア
は
二
〇
〇
〇
年

代
以
降
、
約
三
％
の
水
準
で
推
移
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
イ
ン
ド
政

府
は
、
二
〇
〇
〇
年
に
繊
維
産
業
政
策

を
公
表
し
、
ア
パ
レ
ル
産
業
の
国
際
化

戦
略
・
輸
出
志
向
型
の
産
業
へ
の
転
換

を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
イ
ン
ド
ア
パ

レ
ル
輸
出
振
興
庁
（A

p
p
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p
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u
n
cil

：
Ａ
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Ｐ
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の
政
策
目
標
で
あ
る “A

E
P
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の
な
か
で
は
、
二
〇
一
五
年

ま
で
の
ア
パ
レ
ル
産
業
の
コ
ン
ス
タ
ン

ト
な
成
長
が
目
標
に
掲
げ
ら
れ
、
世
界

市
場
に
お
い
て
最
低
で
も
五
・
三
％
の

シ
ェ
ア
を
確
保
す
る
方
針
が
示
さ
れ
て

い
る
。
こ
う
し
た
流
れ
の
な
か
で
、
イ

ン
ド
国
内
で
は
近
代
的
な
大
規
模
工
場

が
集
積
す
る
経
済
特
区
（S

p
ecial 

E
co

n
o
m

ic Z
o
n
e

：
Ｓ
Ｅ
Ｚ
）
や
テ

キ
ス
タ
イ
ル
・
パ
ー
ク
を
創
設
し
て
、

世
界
の
ア
パ
レ
ル
貿
易
の
な
か
で
プ
レ

ゼ
ン
ス
を
高
め
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ

る
。

　

そ
の
一
方
で
、
イ
ン
ド
の
ア
パ
レ
ル

産
業
の
大
部
分
を
占
め
て
い
る
の
は
従

業
員
数
が
一
〇
名
前
後
の
小
規
模
事
業

所
で
あ
る
。
イ
ン
ド
の
ア
パ
レ
ル
産
業

が
こ
う
し
た
小
規
模
事
業
所
を
中
心
と

し
た
構
造
と
な
っ
た
背
景
に
は
、
イ
ン

ド
政
府
が
「
生
産
留
保
制
度
」
と
呼
ば

れ
る
独
特
の
産
業
政
策
を
採
用
し
続
け

て
き
た
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い

る
。
こ
の
「
生
産
留
保
制
度
」
の
下
で

は
、「
留
保
品
目
」
と
し
て
指
定
さ
れ

た
製
品
の
生
産
に
つ
い
て
は
、
小
規
模

工
業
部
門
（S

m
all S

cale In
d
u
s-

try

：
Ｓ
Ｓ
Ｉ
、
土
地
や
建
物
以
外
の

総
資
産
額
が
一
〇
〇
〇
万
ル
ピ
ー
以
下

の
事
業
所
）の
み
に
許
可
が
与
え
ら
れ
、

大
企
業
の
参
入
が
規
制
さ
れ
て
き
た
。

ア
パ
レ
ル
製
品
に
関
し
て
も
、
二
〇
〇

一
年
ま
で
は
「
留
保
品
目
」
と
し
て
指

定
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
規
制
の
下
で
、
イ
ン
ド
の

ア
パ
レ
ル
産
業
は
独
特
の
生
産
体
系
を

持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
各
事
業
所
は
特

定
の
生
産
工
程
に
特
化
し
、
垂
直
的
・

水
平
的
な
産
業
連
関
を
通
し
て
結
び
つ

く
こ
と
に
よ
っ
て
、
包
括
的
な
生
産

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
き
た
。
と

り
わ
け
、
イ
ン
ド
国
内
の
ア
パ
レ
ル
産

業
は
一
二
の
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
（
ル

デ
ィ
ア
ー
ナ
ー
、
テ
ィ
ル
プ
ル
の
ほ
か

に
コ
ル
カ
タ
、
ム
ン
バ
イ
、
イ
ン
ド
ー

ル
、
ベ
ラ
リ
ー
、
ジ
ャ
イ
プ
ー
ル
、
ベ

ン
ガ
ル
ー
ル
、
チ
ェ
ン
ナ
イ
、
Ｎ
Ｏ
Ｉ

Ｄ
Ａ
、
グ
ル
ガ
オ
ン
、
オ
ク
ラ
）
に
集

約
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
一
二
の
ク
ラ

ス
タ
ー
は
、
二
〇
〇
八
年
時
点
で
、
イ

ン
ド
国
内
の
ア
パ
レ
ル
製
品
の
生
産
額

の
約
八
九
％
を
占
め
て
い
る
（A

p
p
ar-

el E
xp

o
rt P

ro
m

o
tio

n
 C

o
u
n
cil 
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)

、
参
考
文
献
①
）。
デ
リ
ー
や

ベ
ン
ガ
ル
ー
ル
な
ど
の
一
部
の
近
代
的

ク
ラ
ス
タ
ー
を
除
け
ば
、
ク
ラ
ス
タ
ー

を
構
成
し
て
い
る
の
は
伝
統
的
な
生

産
・
経
営
ス
タ
イ
ル
を
保
持
し
続
け
て
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い
る
事
業
所
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
イ
ン
ド
に
お
け
る
伝
統
的

な
ア
パ
レ
ル
・
ク
ラ
ス
タ
ー
が
、
近
年

の
経
済
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
影
響
を
ど
の

よ
う
に
受
け
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
は
、
イ
ン
ド
の
伝
統
的
な
ア
パ

レ
ル
ク
ラ
ス
タ
ー
で
あ
る
、
パ
ン

ジ
ャ
ー
ブ
州
ル
デ
ィ
ア
ー
ナ
ー
お
よ
び

タ
ミ
ル
・
ナ
ー
ド
ゥ
州
テ
ィ
ル
プ
ル
の

現
状
に
つ
い
て
、
二
〇
一
一
年
八
〜
九

月
お
よ
び
二
〇
一
二
年
八
月
に
行
わ
れ

た
現
地
調
査
の
結
果
に
基
づ
い
て
、
そ

の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

こ
れ
ら
二
つ
の
ク
ラ
ス
タ
ー
の
現
状
に

つ
い
て
比
較
を
し
て
み
た
い
。

●�

ル
デ
ィ
ア
ー
ナ
ー
・
ク
ラ
ス
タ
ー
の

概
要

　

ル
デ
ィ
ア
ー
ナ
ー
は
、
デ
リ
ー
か
ら

北
西
へ
約
三
〇
〇
キ
ロ
の
パ
ン
ジ
ャ
ー

ブ
州
中
心
部
に
位
置
し
て
い
る
。
ル

デ
ィ
ア
ー
ナ
ー
は
、
ア
パ
レ
ル
産
業
の

み
な
ら
ず
、
鉄
鋼
業
や
農
業
機
械
産
業

な
ど
も
集
積
す
る
北
イ
ン
ド
を
代
表
す

る
工
業
都
市
で
あ
る
。
ル
デ
ィ
ア
ー

ナ
ー
の
ア
パ
レ
ル
産
業
は
、
ウ
ー
ル
の

産
地
で
あ
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
地
方
に
近
い
と

い
う
立
地
条
件
を
生
か
し
て
、ウ
ー
ル
・

ニ
ッ
ト
製
品
や
冬
物
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
生

産
中
心
に
発
展
を
遂
げ
て
き
た
。

　

こ
う
し
た
、
ル
デ
ィ
ア
ー
ナ
ー
の
工

業
化
の
歴
史
は
、
イ
ン
ド
独
立
時
ま
で

さ
か
の
ぼ
る
。
一
九
四
七
年
の
イ
ン

ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
の
分
離
独
立
に
よ

り
、
パ
キ
ス
タ
ン
領
に
編
入
さ
れ
た
パ

ン
ジ
ャ
ー
ブ
や
国
境
付
近
か
ら
企
業
家

や
労
働
者
が
ル
デ
ィ
ア
ー
ナ
ー
に
流
入

し
、
工
業
が
発
展
し
た
と
い
わ
れ
て
い

る
。
二
〇
世
紀
後
半
に
お
け
る
ル
デ
ィ

ア
ー
ナ
ー
の
ア
パ
レ
ル
産
業
は
、
地
理

的
な
条
件
を
生
か
し
、
旧
ソ
連
や
東
欧

諸
国
へ
の
輸
出
を
通
し
て
発
展
を
遂
げ

た
。
し
か
し
、
一
九
九
一
年
の
ソ
連
崩

壊
に
よ
り
、
ル
デ
ィ
ア
ー
ナ
ー
の
ア
パ

レ
ル
産
業
は
大
き
な
打
撃
を
被
る
こ
と

に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
危
機
に
直
面

し
た
ル
デ
ィ
ア
ー
ナ
ー
の
ア
パ
レ
ル
事

業
所
は
、
主
な
供
給
先
を
国
内
市
場
に

転
換
し
、新
た
な
市
場
開
拓
を
進
め
た
。

こ
の
時
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の

が
、
ア
パ
レ
ル
事
業
者
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
る
協
同
組
合
（M

an
u
factu

res 
A
sso

ciatio
n

）で
あ
る
。
ル
デ
ィ
ア
ー

ナ
ー
の
ア
パ
レ
ル
事
業
者
は
、
協
同
組

合
の
下
に
協
力
関
係
を
築
き
、
国
内
市

場
へ
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
は
じ
め
、

共
同
で
の
展
示
会
の
開
催
や
情
報
交
換

な
ど
を
行
っ
て
き
た
。（T

ew
ari 

(1
9
9
8
)

、
参
考
文
献
②
）
こ
う
し
て
、

ル
デ
ィ
ア
ー
ナ
ー
の
ア
パ
レ
ル
産
業
は

奇
跡
的
な
回
復
を
遂
げ
、
イ
ン
ド
有
数

の
ア
パ
レ
ル
・
ク
ラ
ス
タ
ー
へ
と
発
展

し
た
。
そ
も
そ
も
イ
ン
ド
の
ア
パ
レ
ル

市
場
は
、
伝
統
的
な
流
通
シ
ス
テ
ム
の

存
在
や
小
売
業
へ
の
Ｆ
Ｄ
Ｉ
規
制
な
ど

の
存
在
に
よ
り
、
国
内
企
業
に
ア
ド
バ

ン
テ
ー
ジ
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況

を
生
か
し
て
、
ル
デ
ィ
ア
ー
ナ
ー
の
ア

パ
レ
ル
産
業
は
、
安
定
的
な
国
内
市
場

の
需
要
を
背
景
に
着
実
な
成
長
を
遂
げ

て
い
る
。

　

ま
た
、
ル
デ
ィ
ア
ー
ナ
ー
の
ア
パ
レ

ル
産
業
の
強
み
と
し
て
、
北
イ
ン
ド
地

域
か
ら
の
豊
富
な
労
働
力
供
給
が
あ

る
。
と
り
わ
け
、
ビ
ハ
ー
ル
州
や
ウ
ッ

タ
ー
ル
・
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ
州
な
ど
の
農

村
か
ら
コ
ン
ス
タ
ン
ト
な
人
口
流
入
が

あ
る
た
め
に
、
ル
デ
ィ
ア
ー
ナ
ー
の
ア

パ
レ
ル
企
業
は
こ
れ
ら
の
安
価
な
労
働

力
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う

し
た
、
州
間
労
働
移
動
が
発
生
す
る
背

景
に
は
、
農
村
と
都
市
の
間
の
人
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
機
能
し
て
い
る
。
ル

デ
ィ
ア
ー
ナ
ー
の
ア
パ
レ
ル
事
業
所

は
、
ウ
ー
ル
・
ニ
ッ
ト
製
品
な
ど
の
冬

物
衣
料
を
主
に
生
産
し
て
い
る
た
め

に
、
冬
季
に
操
業
を
停
止
す
る
事
業
所

が
多
い
。
こ
の
時
期
に
、
ア
パ
レ
ル
産

業
で
従
事
し
て
い
る
労
働
者
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
出
身
地
へ
帰
省
す
る
ケ
ー
ス
が

多
い
。
以
上
の
よ
う
に
、
ル
デ
ィ
ア
ー

ナ
ー
と
農
村
の
間
に
存
在
す
る
人
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
て
、
ル
デ
ィ

ア
ー
ナ
ー
の
ア
パ
レ
ル
事
業
所
は
労
働

力
を
ビ
ハ
ー
ル
州
や
ウ
ッ
タ
ー
ル
・
プ

ラ
デ
ー
シ
ュ
州
か
ら
調
達
し
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
特
徴
を
兼
ね
備
え
て

い
る
ル
デ
ィ
ア
ー
ナ
ー
・
ク
ラ
ス
タ
ー

で
あ
る
が
、
近
年
は
大
き
な
構
造
変
化

を
遂
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。ひ
と
つ
は
、

生
産
工
程
の
内
部
化
の
進
展
で
あ
る
。

と
り
わ
け
、
二
〇
〇
一
年
の
ア
パ
レ
ル

関
連
製
品
へ
の
留
保
品
目
指
定
の
解
除

に
よ
り
、
各
事
業
所
の
規
模
拡
大
は
進

ん
で
お
り
、
生
産
工
程
が
ひ
と
つ
の
工

場
内
に
集
約
し
つ
つ
あ
る
。
加
え
て
、

こ
れ
ま
で
ア
パ
レ
ル
の
事
業
所
の
立
地

に
つ
い
て
も
、
従
来
の
市
内
中
心
部
の

工
場
が
密
集
し
た
地
域
か
ら
、
広
大
な

土
地
を
確
保
で
き
る
ル
デ
ィ
ア
ー
ナ
ー

郊
外
の
農
村
と
隣
接
す
る
地
域
へ
の
移

転
が
進
ん
で
い
る
。

●�

テ
ィ
ル
プ
ル
・
ク
ラ
ス
タ
ー
の

概
要

　

テ
ィ
ル
プ
ル
は
、
南
イ
ン
ド
、
タ
ミ

ル
・
ナ
ー
ド
ゥ
州
の
内
陸
部
に
位
置
す

る
工
業
都
市
で
あ
る
。
テ
ィ
ル
プ
ル
の

北
側
に
は
、「
コ
ッ
ト
ン
・
ベ
ル
ト
」

と
呼
ば
れ
る
イ
ン
ド
を
代
表
す
る
綿
花

生
産
地
帯
が
広
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、

テ
ィ
ル
プ
ル
か
ら
西
に
三
〇
キ
ロ
ほ
ど

行
け
ば
、「
イ
ン
ド
の
マ
ン
チ
ェ
ス

タ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
イ
ン
ド
を
代
表
す

る
工
業
都
市
で
あ
る
コ
イ
ン
バ
ト
ー
ル

が
あ
る
。
コ
イ
ン
バ
ト
ー
ル
は
、
イ
ン

ド
に
お
け
る
パ
ワ
ー
ル
ー
ム
の
代
表
的

な
集
積
地
で
あ
る
。
こ
う
し
た
、
豊
富

な
原
材
料
生
産
地
に
近
接
し
て
、
テ
ィ

ル
プ
ル
は
コ
ッ
ト
ン
を
中
心
と
し
た
ア

パ
レ
ル
製
品
の
生
産
拠
点
と
し
て
発
展

を
遂
げ
て
き
た
。

　

テ
ィ
ル
プ
ル
・
ク
ラ
ス
タ
ー
も
、
他

の
イ
ン
ド
の
典
型
的
な
ア
パ
レ
ル
・
ク

ラ
ス
タ
ー
と
同
様
に
、
小
規
模
事
業
所

が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。
し
か
し
な

インドにおけるアパレル・クラスターの現状 ―ルディアーナーとティルプルのケース・スタディを通して―  
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が
ら
、
テ
ィ
ル
プ
ル
・
ク
ラ
ス
タ
ー
の

大
き
な
特
徴
は
、
輸
出
志
向
性
の
高
さ

で
あ
る
。二
〇
〇
八
年
時
点
に
お
い
て
、

テ
ィ
ル
プ
ル
の
ア
パ
レ
ル
総
生
産
額
の

内
、
輸
出
さ
れ
る
割
合
は
七
四
％
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
は
、

国
内
志
向
の
高
い
ル
デ
ィ
ア
ー
ナ
ー
・

ク
ラ
ス
タ
ー
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

　

テ
ィ
ル
プ
ル
で
ア
パ
レ
ル
の
生
産
が

開
始
さ
れ
た
の
は
、
一
九
二
五
年
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
テ
ィ
ル

プ
ル
は
イ
ン
ド
を
代
表
す
る
ア
パ
レ
ル

製
品
の
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
へ
と
成
長
し

た
が
、
一
九
七
〇
年
代
ま
で
の
テ
ィ
ル

プ
ル
の
ア
パ
レ
ル
産
業
は
国
内
市
場
を

主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
い
た
。
テ
ィ

ル
プ
ル
の
ア
パ
レ
ル
輸
出
は
、
一
九
七

二
年
よ
り
ム
ン
バ
イ
の
輸
出
業
者
を
通

し
て
輸
出
が
行
わ
れ
て
い
た
。
一
九
七

八
年
に
は
、
イ
タ
リ
ア
の
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
Ｎ

Ａ
社
が
テ
ィ
ル
プ
ル
に
進
出
し
、
本
格

的
な
欧
州
市
場
へ
の
輸
出
が
始
ま
っ

た
。
一
九
九
〇
年
代
以
降
は
、
テ
ィ
ル

プ
ル
輸
出
協
会
（T

iru
p
u
r E

xp
o
rt 

A
sso

ciatio
n

）
を
中
心
に
、
積
極
的

な
海
外
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
展
開
さ

れ
、
輸
出
の
飛
躍
的
な
伸
び
が
み
ら
れ

た
（T

irupur E
xport A

ssociation 
(2009)

、参
考
文
献
③
）。

　

そ
れ
で
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
テ
ィ

ル
プ
ル
は
中
国
や
他
の
新
興
国
の
ア
パ

レ
ル
産
業
と
競
争
し
て
き
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
テ
ィ
ル
プ
ル
の
強
み
の
ひ
と
つ

は
、
小
規
模
事
業
所
の
生
産
な
ら
で
は

の
、「
柔
軟
性
の
高
さ
」
で
あ
る
。
テ
ィ

ル
プ
ル
の
ア
パ
レ
ル
輸
出
企
業
は
、
ク

ラ
ス
タ
ー
内
に
集
積
す
る
小
規
模
事
業

所
へ
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を
通
し

て
、
変
動
の
激
し
い
国
際
市
場
の
需
要

に
対
し
て
柔
軟
性
の
高
さ
を
生
か
し
つ

つ
生
産
量
を
調
整
し
て
き
た
。さ
ら
に
、

細
か
な
デ
ザ
イ
ン
の
オ
ー
ダ
ー
に
対
し

て
も
、
小
規
模
事
業
所
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
強
み
を
生
か
し
て
柔
軟
に
対
応
し

て
き
た
。
上
記
の
よ
う
な
生
産
ス
タ
イ

ル
は
、
大
規
模
工
場
で
の
大
量
生
産
を

行
っ
て
い
る
中
国
や
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

の
ア
パ
レ
ル
産
業
と
は
大
き
く
異
な

る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
二
〇
〇
〇
年

代
以
降
、
テ
ィ
ル
プ
ル
の
ア
パ
レ
ル
製

品
の
輸
出
は
着
実
に
成
長
を
遂
げ
て
き

た
。

　

テ
ィ
ル
プ
ル
・
ク
ラ
ス
タ
ー
の
労
働

者
に
関
し
て
は
、
伝
統
的
に
タ
ミ
ル
・

ナ
ー
ド
ゥ
州
内
の
農
村
部
出
身
者
が
大

多
数
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
北
イ

ン
ド
全
体
か
ら
労
働
者
を
引
き
寄
せ
て

い
る
ル
デ
ィ
ア
ー
ナ
ー
の
状
況
と
は
大

き
く
異
な
る
。
テ
ィ
ル
プ
ル
・
ク
ラ
ス

タ
ー
に
お
い
て
労
働
者
の
多
数
を
州
内

出
身
者
が
占
め
て
い
る
要
因
と
し
て

は
、
言
語
や
文
化
の
問
題
、
さ
ら
に
は

交
通
・
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
不
完
備
が
影

響
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
テ
ィ
ル
プ
ル
の
状

況
は
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
き
っ
か
け
の
ひ
と
つ
は
、
二
〇
〇

八
年
以
降
の
世
界
同
時
不
況
の
影
響
に

よ
る
海
外
か
ら
の
オ
ー
ダ
ー
の
落
ち
込

み
で
あ
る
。
図
2
に
テ
ィ
ル
プ
ル
か
ら

の
ア
パ
レ
ル
製
品
輸
出
額
の
推
移
を
示

し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
二
〇
〇
〇

年
代
半
ば
以
降
、
順
調
な
成
長
を
遂
げ

て
い
た
テ
ィ
ル
プ
ル
の
ア
パ
レ
ル
製
品

の
輸
出
が
二
〇
〇
八
年
以
降
停
滞
し
て

い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
こ
の
よ
う

な
大
規
模
な
経
済
シ
ョ
ッ
ク
に
対
し

て
、
テ
ィ
ル
プ
ル
の
ク
ラ
ス
タ
ー
を
構

成
す
る
小
規
模
事
業
所
の
多
く
は
、
経

営
を
持
ち
こ
た
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、

閉
鎖
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　

こ
れ
に
加
え
て
、
公
害
問
題
の
表
面

化
と
環
境
規
制
の
強
化
も
テ
ィ
ル
プ
ル

の
ア
パ
レ
ル
産
業
に
大
き
な
影
響
を
与

え
て
い
る
。二
〇
一
一
年
一
月
二
八
日
、

マ
ド
ラ
ス
最
高
裁
判
所
の
判
決
に
よ

り
、
テ
ィ
ル
プ
ル
の
染
色
・
漂
白
事
業

所
か
ら
の
排
水
に
対
し
て
、
一
定
の
汚

水
処
理
が
求
め
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
規

制
強
化
を
受
け
て
、
汚
水
処
理
装

置
へ
投
資
す
る
余
力
の
な
い
小
規

模
の
染
色
・
漂
白
事
業
所
が
操
業

を
停
止
す
る
事
態
と
な
っ
た
。
こ

の
、
排
水
規
制
の
強
化
は
、
ア
パ

レ
ル
製
品
の
生
産
に
お
け
る
一
工

程
の
欠
落
を
意
味
す
る
と
と
も

に
、ク
ラ
ス
タ
ー
の
強
み
で
あ
る
、

バ
リ
ュ
ー
・
チ
ェ
ー
ン
の
崩
壊
を

も
た
ら
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
二
〇
〇
八
年
以

降
の
世
界
的
な
不
況
と
、
環
境
規

制
の
強
化
に
よ
り
、
テ
ィ
ル
プ
ル
に
お

い
て
は
、
イ
ン
ド
の
ア
パ
レ
ル
産
業
の

強
み
で
も
あ
る
、
小
規
模
事
業
所
に
よ

る
柔
軟
な
生
産
活
動
が
行
き
詰
ま
る
こ

と
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
危
機
を
受
け

て
、
テ
ィ
ル
プ
ル
の
ア
パ
レ
ル
産
業
は

大
き
く
構
造
変
化
を
遂
げ
よ
う
と
し
て

い
る
。
と
り
わ
け
、
イ
ン
ド
の
ア
パ
レ

ル
産
業
の
特
徴
で
あ
っ
た
、
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
を
基
本
と
す
る
生
産
体
系

か
ら
、
各
企
業
が
す
べ
て
の
生
産
工
程

を
内
部
化
す
る
、
生
産
工
程
集
約
型
生

産
へ
の
転
換
が
見
ら
れ
る
。
先
に
も
述

べ
た
よ
う
に
、
経
済
危
機
や
環
境
規
制

の
強
化
に
よ
っ
て
、
染
色
工
場
を
は
じ

め
と
す
る
脆
弱
な
財
政
基
盤
の
小
規
模

事
業
所
が
閉
鎖
に
追
い
込
ま
れ
た
。
こ

の
よ
う
に
、
テ
ィ
ル
プ
ル
に
お
け
る
ア

パ
レ
ル
産
業
の
バ
リ
ュ
ー
・
チ
ェ
ー
ン

が
崩
壊
し
つ
つ
あ
る
な
か
で
、
従
来
の

生
産
体
制
の
下
で
あ
る
一
定
の
品
質
を

保
ち
つ
つ
、
納
期
に
間
に
合
わ
せ
て
生
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億USドル

図2 �ティルプルからのアパレル製品�
輸出総額

（出所）�Tirupur�Export�Association�(2011)およびReserve�Bank�
of�India�ウェブサイト（http://www.rbi.org.in/scripts/
PublicationsView.aspx?id=14502）（2013年3月5日ア
クセス）より筆者作成。
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産
を
行
う
の
は
容
易
で
は
な
い
。

　

さ
ら
に
、
労
働
市
場
に
お
い
て
も
大

き
な
変
化
が
起
こ
っ
て
い
る
。
ル
デ
ィ

ア
ー
ナ
ー
と
同
様
に
、
テ
ィ
ル
プ
ル
は

近
年
、
深
刻
な
労
働
力
不
足
に
直
面
し

て
い
る
。
加
え
て
、
従
来
は
タ
ミ
ル
人

が
テ
ィ
ル
プ
ル
の
ア
パ
レ
ル
産
業
に
お

け
る
労
働
力
の
中
心
を
占
め
て
い
た

が
、
と
り
わ
け
、
二
〇
〇
〇
年
代
後
半

以
降
は
、
北
イ
ン
ド
や
東
イ
ン
ド
（
オ

リ
ッ
サ
州
や
ビ
ハ
ー
ル
州
、
西
ベ
ン
ガ

ル
州
な
ど
）
か
ら
の
労
働
者
の
流
入
が

み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
要
因

の
ひ
と
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、

高
速
道
路
網
の
整
備
で
あ
る
。
と
り
わ

け
、
二
〇
〇
五
年
よ
り
始
ま
っ
た
北
イ

ン
ド
と
タ
ミ
ル
・
ナ
ー
ド
ゥ
州
内
陸
部

を
直
接
結
ぶ
、
南
北
回
廊
（N

o
rth

-
S
o
u
th

 C
o
rrid

o
r

）
の
整
備
は
、
イ

ン
ド
南
北
の
労
働
移
動
を
促
進
さ
せ
た

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
二
〇
〇
〇
年
代
末
以

降
の
国
内
外
の
情
勢
の
変
化
で
、
テ
ィ

ル
プ
ル
・
ク
ラ
ス
タ
ー
は
大
き
く
変
化

を
遂
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

●�

イ
ン
ド
の
ア
パ
レ
ル
・
ク
ラ
ス

タ
ー
の
今
後
の
展
望

　

以
上
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
イ
ン
ド

に
お
け
る
代
表
的
な
ア
パ
レ
ル
産
業
の

ク
ラ
ス
タ
ー
で
は
、
小
規
模
事
業
所
の

集
積
と
そ
れ
ら
を
繋
ぐ
バ
リ
ュ
ー
・

チ
ェ
ー
ン
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
機
能
し

て
き
た
。
こ
う
し
た
ク
ラ
ス
タ
ー
の
構

造
は
、
イ
ン
ド
の
ア
パ
レ
ル
産
業
の
強

み
で
も
あ
る
、「
柔
軟
性
の
高
さ
」を
生

か
し
て
、
激
し
い
需
要
の
変
動
や
多
様

か
つ
複
雑
な
オ
ー
ダ
ー
に
も
対
応
し
て

き
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
農
村
と
都

市
と
を
つ
な
ぐ
強
力
な
人
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
通
し
て
、
ア
パ
レ
ル
産
業
に

安
価
な
労
働
力
を
供
給
し
て
い
る
構
造

も
、
イ
ン
ド
の
ア
パ
レ
ル
産
業
の
特
徴

で
あ
る
。こ
う
し
た
強
み
を
活
か
し
て
、

イ
ン
ド
の
ア
パ
レ
ル
産
業
は
、
激
し
い

国
際
競
争
の
中
を
生
き
残
っ
て
き
た
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
イ
ン
ド

の
ア
パ
レ
ル
産
業
独
特
の
強
み
は
、
近

年
、
大
き
く
変
化
を
遂
げ
よ
う
と
し
て

い
る
。な
か
で
も
、テ
ィ
ル
プ
ル
の
ケ
ー

ス
で
は
、
世
界
同
時
不
況
や
環
境
規
制

な
ど
の
外
的
な
シ
ョ
ッ
ク
に
対
し
て
、

イ
ン
ド
の
伝
統
的
な
ア
パ
レ
ル
産
業
の

脆
弱
性
が
露
呈
し
た
。
ま
た
、
世
界
同

時
不
況
の
影
響
が
少
な
い
ル
デ
ィ
ア
ー

ナ
ー
に
お
い
て
も
、
永
続
的
に
国
内
市

場
に
お
け
る
強
い
立
場
を
維
持
で
き
る

か
ど
う
か
は
不
透
明
で
あ
る
。と
く
に
、

Ｆ
Ｄ
Ｉ
規
制
の
さ
ら
な
る
緩
和
や
交
通

イ
ン
フ
ラ
の
改
善
な
ど
を
通
し
て
、
今

後
は
中
国
や
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
な
ど
か

ら
ア
パ
レ
ル
製
品
が
市
場
に
流
入
す
る

可
能
性
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
こ
う

し
た
状
況
を
踏
ま
え
て
、
ル
デ
ィ
ア
ー

ナ
ー
や
テ
ィ
ル
プ
ル
で
は
、
ア
パ
レ
ル

産
業
の
構
造
変
化
が
起
こ
り
つ
つ
あ

る
。
と
り
わ
け
、
イ
ン
ド
の
ア
パ
レ
ル

産
業
の
特
徴
で
あ
り
強
み
で
も
あ
っ

た
、「
小
規
模
事
業
所
に
よ
る
柔
軟
な

生
産
体
系
」
が
変
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と

を
、
両
ク
ラ
ス
タ
ー
の
現
状
分
析
を
通

し
て
確
認
し
た
。

　

労
働
市
場
に
関
し
て
も
、
両
ク
ラ
ス

タ
ー
共
通
の
問
題
と
し
て
、
深
刻
な
労

働
力
不
足
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
労
働
力
不

足
の
背
景
に
は
、
イ
ン
ド
の
経
済
成
長

に
よ
る
農
村
地
域
の
所
得
上
昇
が
大
き

く
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
事

実
、
イ
ン
ド
最
貧
州
の
ひ
と
つ
で
あ
る

ビ
ハ
ー
ル
州
の
州
内
総
生
産
額
は
、
二

〇
〇
九
〜
一
〇
年
以
降
、
一
〇
％
以
上

の
高
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。加
え
て
、

政
府
が
実
施
し
て
い
る
貧
困
削
減
政
策

の
影
響
な
ど
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ

る
。
と
く
に
、
全
国
農
村
雇
用
保
障
法

（N
a
tio

n
a
l R

u
ra

l E
m

p
lo

ym
en

t 
G

u
aran

tee A
ct

：
Ｎ
Ｒ
Ｅ
Ｇ
Ａ
）
に

よ
る
貧
困
層
へ
の
雇
用
対
策
や
公
共
配

給

制

度
（P

u
b
lic D

istrib
u
tio

n
 

S
ystem

：
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
に
よ
る
食
糧
供

給
な
ど
に
よ
り
、
農
村
に
お
い
て
も
一

定
水
準
の
生
活
は
保
障
さ
れ
る
。
そ
の

一
方
で
、
国
内
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
に
よ
っ
て
、
人
の
移
動
が
ス
ム
ー
ズ

に
な
り
、
イ
ン
ド
国
内
全
体
の
労
働
市

場
が
流
動
化
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
可
能

性
も
考
え
ら
れ
る
。い
ず
れ
に
し
て
も
、

こ
う
し
た
労
働
力
不
足
と
そ
れ
に
と
も

な
う
賃
金
の
上
昇
は
、
他
の
ア
ジ
ア
新

興
国
と
の
間
の
価
格
競
争
を
考
え
る
う

え
で
、
大
き
な
足
か
せ
と
な
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
伝
統

的
な
構
造
を
保
ち
続
け
て
き
た
イ
ン
ド

の
ア
パ
レ
ル
・
ク
ラ
ス
タ
ー
に
お
い
て

も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
自
由
化
の
波
が

押
し
寄
せ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

イ
ン
ド
の
ア
パ
レ
ル
・
ク
ラ
ス
タ
ー
も

遅
れ
ば
せ
な
が
ら
、
徐
々
に
構
造
変
化

を
し
つ
つ
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

今
後
、
さ
ら
に
激
し
く
な
る
ア
パ
レ
ル

市
場
を
巡
る
競
争
の
な
か
で
、
イ
ン
ド

の
伝
統
的
な
ア
パ
レ
ル
・
ク
ラ
ス
タ
ー

の
変
化
の
動
向
は
注
目
に
値
す
る
。

（
ふ
じ
も
り　

あ
づ
さ
／
大
阪
成
蹊
短
期

大
学
）
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